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令
和
６
年
９
月
27
日
（
金
）
に
学
校
関
係
者
と
菅

地
区
社
協
に
よ
る
懇
談
会
が
菅
会
館
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

菅
地
区
に
あ
る
７
つ
の
小
・
中
・
高
の
各
学
校
の

代
表
者
の
方
々
と
保
護
司
を
含
む
菅
地
区
社
協
の
理

事
お
よ
び
菅
町
会
役
員
の
合
計
30
名
が
集
ま
り
、
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
関
係
者
か
ら
は
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
見

守
り
、
特
に
最
近
増
え
て
い
る
不
審
者
に
対
す
る
懸

念
が
出
さ
れ
、
声
掛
け
な
ど
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

保
護
司
、
菅
地
区
社
協
お
よ
び
菅
町
会
か
ら
は
、

児
童
・
生
徒
た
ち
の
放
課
後
の
安
心
安
全
な
居
場
所

づ
く
り
を
皆
で
行
っ
て
い
き
た
い
。
見
守
り
に
は
町

会
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
（
通
称
、
青
パ
ト
）
を

出
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
毎
月
28
日
（
※
）
以
外
の

日
も
協
力
を
し
て
い
く
。
と
対
応
策
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
地
区
社
協
か
ら
は
「
学
校
で
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
が
進
ん
で
い
て
高
齢
者
は
見
ら
れ
な
い
」
と
い
っ

た
意
見
と
、
高
齢
者
福
祉
部
か
ら
、
毎
年
恒
例
の
、

小
学
生
に
よ
る
年
賀
状
作
成
の
依
頼
を
行
っ
て
、
今

回
の
懇
談
会
も
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

※
令
和
元
年
５
月
28
日
に
多
摩
区
登
戸
で
起
き
た
、
通
り

魔
事
件
。
私
立
学
園
の
小
学
生
１
名
と
保
護
者
の
１
名
が

犠
牲
と
な
っ
た
事
件
を
契
機
に
、
毎
月
こ
の
日
に
菅
町
会

で
は
青
パ
ト
に
よ
る
町
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
６
年
10
月
９
日
（
木
）
午
後
４
時
か
ら
京
王

稲
田
堤
駅
前
と
Ｊ
Ｒ
稲
田
堤
駅
前
で
、
菅
中
学
校
と

南
菅
中
学
校
の
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
駅
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
両
校
の
中
学
生
14
名
と
引
率
の
先
生
２
名
、

保
護
司
お
よ
び
菅
地
区
社
協
理
事
の
合
計
28
名
が
社

明
運
動
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
両
駅
の
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
配
布
し
て
運
動
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
に
行
わ
れ
た
反
省
会
で
は
、

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
社
明
運
動
の
事
を
知
ら
な

か
っ
た
の
で
貢
献
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
初
め
て
の

経
験
で
緊
張
し
た
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
つ
渡
せ
る

と
嬉
し
く
な
り
、
良
い
こ
と
を
し
た
、
と
自
信
に
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た

　

ま
た
、
保
護
司
の
方
か
ら
は
「
色
々
な
人
に
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
小
さ
い
事
の
積
み
重
ね
が
大
切

で
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
最
後
に
菅
地
区
社
協

の
大
澤
会
長
よ
り
「
数
年
ぶ
り
に
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
み
な
さ
ん
の
お
陰
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
」
と
の
労
い
の
言
葉
に
よ
り
今
年
の
「
駅
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
啓
発
活
動
」
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

① 

学
校
関
係
者
と
の
懇
談
会

② 

駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
啓
発
活
動

菅小学校・東菅小学校・南菅小学校

南菅小学校・西菅小学校・菅中学校

菅中学校・南菅中学校・菅高等学校

駅頭キャンペーン反省会

ＪＲ稲田堤駅

ＪＲ稲田堤駅

第74回「社会を明るくする運動」を推進第74回「社会を明るくする運動」を推進
　菅地区社会福祉協議会（以下、菅地区社協） では、「社会を明るくする運動」（以下、社明運動）
の推進協力のため様々な活動をしています。
　「社明運動」は犯罪や非行をした人の立ち直りについてみんなで考え、犯罪や非行が起きない社
会を作ろうという、全国で行われている運動です。
　菅地区社協では、「学校関係者との懇談会」および「駅頭キャンペーン啓発活動」を通じて社明
運動を推進しています。
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福
祉
の
つ
ど
い　

講
話

　

令
和
６
年
９
月
20
日
（
金
） 

、
南
菅
小
学
校
の
４
年
生

に
よ
り
「
福
祉
の
つ
ど
い　

講
話
」
が
同
校
の
多
目
的
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
菅
地
区
社
協
）
か

ら
は
、
大
澤
会
長
、
小
池
副
会
長
ほ
か
６
名
の
理
事
と
多

摩
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
職
員
１
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

講
話
は
、
菅
地
区
社
協
の
目
的
、
思
い
や
願
い
に
つ
い

て
大
澤
会
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
生
徒
の
皆
さ

ん
か
ら
事
前
に
出
さ
れ
た
質
問
に
つ
い
て
理
事
が
回
答
を

行
い
、
そ
れ
に
対
し
て
質
疑
応
答
す
る
形
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

授
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
た
め
時
間
と
し
て
は
一

時
限
40
分
で
し
た
が
、
中
身
の
濃
い
講
話
と
な
り
ま
し
た
。

菅
小
学
校
体
験
学
習

　

令
和
６
年
７
月
４
日
（
木
）、
菅
小
学
校
体
育
館
に
て
高
齢
者
や

車
椅
子
な
ど
の
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
し
た
の
は
、
同
校
の
４
年
生
150
人
。

　

菅
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
26
名
が
お
手
伝
い
の
た
め
参
加
し

ま
し
た
。

　

体
験
内
容
は
、
全
部
で
４
項
目
。
妊
婦
、
高
齢
者
、
車
椅
子
そ
し

て
白
杖
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

妊
婦
と
高
齢
者
の
体
験
で
は
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を
装
着
し
て
行
い
、

車
椅
子
で
は
、
二
人
一
組
と
な
っ
て
車
椅
子
に
乗
る
人
・
押
す
人
を

交
代
で
体
験
、
そ
し
て
白
杖
の
体
験
で
は
一
人
が
目
隠
し
を
し
て
、

誘
導
係
と
二
人
一
組
で
歩
く
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
目
を
輝
か
せ
て
、
予
定
の
終
了
時

刻
を
越
え
る
ほ
ど
一
生
懸
命
に
学
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

小学生の皆さんによる福祉活動

「講話」受講風景

理事の回答
企画部

理事の回答
高齢者福祉部

理事の回答
ミニデイケア委員会

大澤会長の説明

理事の回答
こども福祉部

理事の回答
障害者福祉部

理事の回答
会食委員会

「高齢者」の体験

「白杖」の体験

「車椅子」の体験

「妊婦」の体験
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ダンス
・スターマイン（太鼓）　　　　・NEW WORLD（ダンス）　
・Memories（チア）　　　　　 ・卒業ソング（舞踊）

園児たちは歌やおゆうぎが大好きです　
「やる気まんまん」の子どもたち

パワーあふれる演技をどうぞごらんください

菅幼稚園

劇
・菅っ子ししまい

「菅の獅子舞は、何のために踊っているのだろう」
その大切さを薬師堂の天狗や獅子様、昔の人たちに教えてもらっ
た現代の子どもたちが獅子舞を踊ります

菅小学校

令和6年11月30日（土）菅小学校体育館において　恒例の「社会福祉のつどい」を開催しました。

幼稚園児から高齢の方や障害のある方まで
菅の地域の様々な人たちが参加して日頃の練習の成果を思う存分発揮していました。
観客の方からは、熱のこもった歌や踊りに惜しみない拍手と声援が送られました。
多くの方が最後まで熱心に鑑賞してくださり大いに出演者の励みになりました。

社協活動の紹介

菅地区社協　大澤会長挨拶

会場入り口会場校の菅小学校　戸塚校長挨拶

第19回「社会福祉のつどい」開催
～住民相互の助け合いの心を育てる活動を～
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演奏
・希望 　・毬と殿様

舞踊
・木更津甚句

唄と詩吟
・武田節

舞踊
・ソーラン節メドレー（冬美と鳴子ソーラン　＆　川崎おどり）

合唱
・世界を旅する音楽室　・文部省唱歌「こころの歌メドレー」

演奏
・ワタリドリ
・上を向いて

歩こう

棒体操
・パプリカ

演奏
・第ゼロ感
・マイティー

マイノリティー

吉野先生の指導のもと古典から現代の曲まで
幅広く楽しく練習しています

生瑛会は結成約 20 年となり、
地域で活動させていただいています

参加の皆々様がわかりやすい唄にしました
会員さんに詩吟を練習している方より出演してくださるとのこと
で決めました

元菅ソーラン踊り隊で踊っていた３曲を時間内に集約！
ソーラン節メドレーにしました
衣装の早替りも見どころの一つです
皆さんのかけ声よろしくお願いします

東菅小学校４年生です　今日のこの日を楽しみに練習してきまし
た　思いがみなさんに届きますように

皆さんこんにちは　南菅中学校吹奏楽部です！
吹奏楽部は現在 1 年 10 名、2 年６名の計 16 名で活動しています
小編成の部活にはなりますが、日々一生懸命練習をしています 
これからもより良い音楽が届けられるように頑張りますので
応援よろしくお願いします

はぐるまの会では日頃から健康的な体づくりに取り組んでいます
その中の一つ、棒体操を紹介します　肩甲骨を動かすことで肩こ
りや冷え性の改善などメリットがたくさんあります
皆さんもぜひ一緒に体操しましょう！

盛り上がってくれるとうれしいです！

南菅いこいの家 篠笛の会

生瑛会

菅堤西長生会

菅馬場長生会

東菅小学校

南菅中学校 吹奏楽部

はぐるま共同作業所

Wolf pack（菅高等学校・軽音楽部）
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フォークダンス
・水色のワルツ
・バリから来た娘

リズム体操
・てんとう虫のサンバ
・みんなの体操

フラダンス
・アイアム ハワイ
・エ・クウ・スイート・

レイポイナオレ

絵本読み聞かせパフォーマンス
・どろぼうがっこう

合奏
・山のポルカ

歌
・手のひらを

太陽に

合唱
・ビリーブ
・文部省唱歌

「もみじ」

演奏
・まつり（北島三郎）

菅いこいの家で月 3 回（水曜日）練習しています
興味のある方はぜひお越しください

１曲目は昭和の時代、結婚式のお祝いソングの定番として
永く歌いつがれた「てんとう虫のサンバ」です
２曲目は朝のＮＨＫテレビ体操でおなじみの「みんなの体操」で
す　会場の皆さまもどうぞご一緒に！

１曲目は「私はハワイ、誰をも優しく受け入れる」というとても壮大な曲に合わせて踊ります
２曲目は「忘れがたい愛しのレイ」という意味だそうです　愛しい男性へのラブソングです

多摩区を中心に読み聞かせの活動をしています
うれしい事がありました　ソロプチミスト日本財団から「社
会ボランティア賞」をいただきました
これからも活動に励みます　みな様楽しく聞いてください

2 年生の合奏と歌で会場に元気を届けます
「ニシスゲンジャー ジュニア」も登場します

南菅小学校４年生 55 名は「音楽を通してふくしの思いを伝えよ
う」をめあてに今日まで取り組んできました
それぞれが感じた「ふくし」への思いがみなさんに少しでも伝わ
ればと思います

少ない人数ですが、いつも楽し
く練習しています
サブちゃんの名曲をフレッシュ
なサウンドでお届けします
皆さまもぜひ、手拍子でご参加
いただけますと嬉しいです

菅北浦西長生会 マロニエ

菅いこいの家

菅町会 女性部 フラダンス教室

シニア読み聞かせボランティア りぷりんと・かわさき

西菅小学校

南菅小学校

菅高等学校 吹奏楽部
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～ありのみ会から～

　

コ
ラ
ム

　
「
社
明
運
動
」

　
「
社
明
運
動
（
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
）」
と
は
明
る
い
地
域
社
会

を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

今
年
で
74
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
保

護
司
を
は
じ
め
と
す
る
更
生
保
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
地
域
の
方
々
の

幅
広
い
御
理
解
と
御
協
力
を
も
っ
て

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な

明
る
い
社
会
を
目
指
す
こ
と
が
目
標

で
す
。

　

こ
の
運
動
の
特
徴
的
な
と
こ
ろ
は
、

犯
罪
や
非
行
を
防
止
す
る
運
動
に
加

え
、
犯
罪
や
非
行
を
し
て
し
ま
っ
た
人

に
も
社
会
復
帰
へ
の
立
ち
直
り
を
支

援
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
社
会
が
急
速

な
発
展
を
遂
げ
便
利
に
な
っ
た
現
在

で
す
が
、
一
方
で
人
と
人
と
の
繋
が
り

が
希
薄
化
し
、
望
ま
な
い
孤
独
や
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な

生
き
づ
ら
さ
は
誰
も
が
抱
え
う
る
問

題
で
あ
り
、
と
き
に
犯
罪
や
非
行
と

い
う
形
と
な
っ
て
現
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
犯
罪
や
非
行
は
良
く

な
い
こ
と
で
す
が
立
ち
直
ろ
う
と
す

る
人
を
見
捨
て
ず
寄
り
添
う
こ
と
も

再
犯
防
止
に
繋
が
り
、
人
と
し
て
の

役
目
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
山　

方
夫

　

俳　

句　

一品
を
足
し
て
桜
の
舞
ふ
夕
餉

桑
原　
　

稔

跳
ね
る
字
で
初
音
聞
き
し
と
日
記
帖

大
喜
多
美
雪

下
町
の
古
刹
に
光
る
猫
柳柴

田　

牧
子

　

短　

歌　

グ
ズ
リ
い
る
幼

お
さ
なに

扇
子
の
風
や
れ
ば

目
を
輝
か
せ
手
を
伸
ば
し
く
る

村
田　

忠
和

猛
暑
続
き
何
す
る
事
も
先
送
り

雑
草
の
元
気
我
う
ら
や
ま
し

小
松　

君
子

き
ゅ
う
り
の
実
葉
陰
に
か
く
れ
三
十
セ
ン
チ

か
く
れ
上
手
に
毎
度
だ
ま
さ
る

相
楽
富
美
子

南
菅
い
こ
い
の
家

指
導　
　

葛
野　

良
子

菅
い
こ
い
の
家

指
導　

村
田　

忠
和

❖ 

賛
助
会
員
と
は 

❖

　
「
健
康
で
幸
せ
が
守
ら
れ
る
明
る
い
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
多
摩
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
多
摩
区
の
五
つ
の
地
域
社
会
福
祉
協
議
会（
登

戸
、
菅
、
中
野
島
、
稲
田
、
生
田
）
が
進
め
る
福

祉
活
動
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
財
政
的
に
支

援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
で
す
。

❖ 

会
費
の
つ
か
わ
れ
方 

❖

　

◇
ひ
と
り
暮
し
高
齢
者
の
会
食
活
動

　

◇
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

◇
子
育
て
家
庭
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　

◇
社
会
福
祉
の
つ
ど
い
開
催
ほ
か

❖ 

加
入
の
方
法 

❖
　

　

賛
助
会
費
は
一
口
千
円
で
何
口
で
も
。

　

菅
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
の
方
々
が
お
呼
び

か
け
致
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
６
月
１
日
以
降
に
募
集
を
開
始

し
ま
す
。連

絡
先
・
多
摩
区
社
会
福
祉
協
議
会

☎
９
３
５
︱

５
５
０
０

第
74
回
川
崎
市
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

（
令
和
６
年
５
月
22
日
）

　

民
生
委
員
児
童
委
員
20
年
勤
続
功
労
者
表
彰

田
島
　
清
隆

第
60
回
川
崎
市
社
会
福
祉
大
会

（
令
和
６
年
10
月
25
日
）

　

川
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長
表
彰

大
塚
　
高
道

第
71
回
神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会

（
令
和
６
年
11
月
７
日
）

　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長
表
彰

清
水 

理
／
鈴
木 

町
江
／
鈴
木 

百
合
子

田
中 

千
恵
子
／
美
濃
部 

祐
一

平
山 

方
夫
／
河
中 

敢

　

神
奈
川
県
共
同
募
金
会　

会
長
感
謝

清
水
　
理

ラタトゥイユのチキンウィンナー煮込み

献　立
①ラタトゥイユ

作り方
①鶏むね肉は　皮を取り　一口大に切りＡを

もみこむ
②ウィンナーは　半分に斜め切り
③オリーブオイルでニンニクを炒め　鶏肉に焼

き色を付ける
④玉ねぎ、ニンジンを加え　しんなりしたら　ナ

ス、ズッキーニ，パプリカを加え3分ほど弱火
で炒める

⑤カットトマト缶とウィンナー、Ｂを入れて混ぜ
ローリエを加えて20分煮込む（中火→弱火）

⑥好みで　ケチャップ、赤ワインのどちらか　
または　両方をいれてもよい

⑦盛り付け後、粉パセリを振り入れる

材料＜ラタトゥイユ＞（4 人分）
・ 鶏むね肉 ………………………… １枚
・ ウィンナー ………………………… １袋
・ ズッキーニ ……………………… 1/2 本
・ ナス ……………………………… １本
・ パプリカ ……………………… 1/2 個
・ ニンジン ……………………… 1/2 本
・ 玉ねぎ（みじん切り） ………… 1/2 個
・ ニンニク ………………………… １片
・ カットトマト …………………１缶（400g）
・ オリーブオイル …………………… 少々

＜調味料 Ａ ＞
・ 酒  …………………………… 小さじ２
・ 砂糖  ………………………… 小さじ１
・ 塩  ………………………… 小さじ1/2

＜調味料 Ｂ ＞
・ コンソメ …………………………… １個
・ しょうゆ ………………………… 小さじ１
・ 砂糖 …………………………… 小さじ１
・ 塩 …………………………… 小さじ1/2
・ コショー …………………………… 少々
・ ローリエ …………………………… １枚
・ 粉パセリ ………………………… 少々
・ ケチャップ ……………………… 大さじ２
・ 赤ワイン ……………………… 大さじ２

  

賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い

賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い  

表
　
彰


